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抄録

周術期口腔機能管理の目的およびそれに関わる保険診療の流れを提示し，今後への展望について検討し

た。 当院での周術期口腔機能管理患者は2015年度156名から2017年度では622名に達しており，最近3 年間

の集計では，消化器がん• その他消化器系疾患1037名(62%) が過半数を占め，次いて肺がん・呼吸器系

疾患228名(11%), 心臓血管外科系疾患190名(11%), 乳がん188名(11%), 造血器系疾患53名(3 %), 

その他29名(2 %) であり，疾患群および患者ごとの個別性を含めた口腔管理が必要と思われる。

Kev wards: 周術期治療，合併症の予防，専門的口腔衛生処置，チ ー ム医療

はじめに

近年，全身の健康状態と「□腔の健康」との関連が

注目され，医科と歯科の連携か重要視されている。 中

でも，がん治療や全身麻酔を必要とする手術等におい

て，手術前後の口腔ケアが手術後の回復に好影轡を与

えるという研究結果が明らかになっているほか，2012

年4月には歯科診療報酬Iに周術期口腔機能管理が新

設 1 されて以来，各医療機関での取り組みが広がって

いる。

当院口腔外科においても医科歯科連携のもとに取り

組みを始め，活動を積み重ねてきた ←5 。 今回，周術

期口腔機能管理の目的や保険診療に関する一般事項を

安約するとともに，当科における現状から今後の医科・

歯科多戦種によるチ ー ム医療の必要性を課題として検

討した。

周術期口腔機能管理の対象患者

周術期口腔機能管理の対象患者は，全身麻酔下で実

施される頭頚部領域・呼吸器領域・消化器領域などの

悪性腫瘍，心臓ff[[管外科手術，臓器移植手術，造血幹

細胞移植等である 1 か，2018年4月の改定では人工股

関節閥換術等の整形外科手術，脳卒中に対する手術が

追加される予定である 6 。 また，がん等に係る放射線

治療，化学療法を実施する患者，緩和医療を行う患者
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等も保険給付の対象となっている l
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周術期口腔機能管理の目的

周術期口腔機能管理の目的を日本歯科医師会で準用

されているデ ー タ 7 を参考にしてまとめた。

医科疾患の周術期治療時に適切な口腔管理を行うこ

とにより，口腔内細菌による創部感染，免疫力低下に

よる口腔合併症・病巣感染，術後肺炎，移植・人工物

留置後の感染等の術後合併症の予防（図 1), 気菅挿

管時の歯牙破折・誤喋等のトラブル回避，術後早期経

口摂取の開始，在院日数の短縮（図2) 等様々な目的

を有し，さらには医科におけるDPC(包括医療支払

い制度）の普及推進にもつなかる。 また，これらは医

療費の節減や病院機能の面からは費用対効果に極めて

有効である（図3)。

周術期口腔機能管理の流れと診療保険請求 5

周術期口腔機能管理の流れは図4に示すように，ま

ずt治医または麻酔科医からの紹介によって開始され

る。 手術療法では，入院前に周術期口腔機能管理にお

ける口腔ケアの必要性を患者に説明し，必要に応じて

オルソパントモグラフィ 一 を撮影，歯周病検査・歯周

糾織や顎骨内の感染源や動揺歯の有無の精査，清掃状

態の確認を行う。 抜歯や歯牙固定，マウスピ ースの作

製等の治療が必要な際には周術期治療に合わせた治療
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図1 大阪警察病院における介入試験結果

（平成24年5月～平成26年1月）
7

※「口腔ケア未実施群」は「口腔清拭等の従

来から広く行われているいわゆる口腔ケア」

のみを実施した群をいい，「口腔ケア実施群」

は歯科専門職により計画， 実施された専門的

な口腔機能管理を行った群をいう。 当院でも

必要とされるデ ー タ。

図2 大阪警察病院における介入試験結果

（平成24年5月～平成26年1月）
）

当院でも継続して必要とされる 2 ,3,4 デ ー タ

※「口腔ケア末実施群」は「口腔清拭等の従

来から広く行われているいわゆる口腔ケア」

のみを実施した群をいい，「口腔ケア実施群」

は歯科専門職により計画， 実施された専門的

な口腔機能管理を行った群をいう。 当院での

デ ー タでは食道癌と胆嚢・肝外胆肝の悪性腫

瘍のみに在日数の短縮が見られていた 2
.

3 
0 

図3 大阪警察病院における介入試験結果

（平成24年5月～平成26年1月）
7

当院でも今後必要とされるデ ー タ

※「口腔ケア未実施群」は「口腔清拭等の従

来から広く行われているいわゆる口腔ケア」

のみを実施した群をいい，「口腔ケア実施群」

は歯科専門職により計画， 実施された専門的

な口腔機能管理を行った群をいう。
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厚生労働省：中央社会保険医療協議会

図4 周術期口腔機能管理の流れと保険点数 厚生労働省：診療報酬の概要 1 より引用
歯科衛生士の役割が点数化されている。

計画を立て（画策）， 計画書（表1)を作成する（周

術期口腔機能管理計画策定料300点）。 そして， 手術前

日に外来にて歯科医師による診察と歯科衛生士による

専門的U腔ケア（周術期専門的口腔衛生処置92点） を

行い， 口腔機能の管理・計画を再度評 価 し， 報告占

（表2)の作成を行う（周術期lJ腔機能管理料rr手術·

前500点）。 そして， 術後には口腔内の感染や歯の損傷

等の確認および最終評価を行い， 患者にその結果をフィ 一

ドバックしている（周術期口腔機能管理料300点）。

また， 周術期口腔機能管理の実施後 1ヶ月以内に胸

部．腹部等の悪性腫瘍手術又はlfll管系の手術を全身麻

酔下で実施した場合に手術担当診療科での周術期口腔

機能管理後手術加算200点が算定可能となる。 化学療

法・放射線療法も手術療法と同様に計画書を作成し，

入院・冶療開始前に歯科医師による診察と歯科衛生士

による専門的口腔ケアを行い， 報告書の作成を行う

（周術期口腔機能管理料III 190点）。 退院後は彗本的に

は地域の歯科医院への受診を勧め， 病院歯科との連携

を図っている。

当院における周術期口腔機能管理の依頼

および対象疾患（最近3年間の集計）

当院 にお いて2015年度から2017年度(2017年度は

加18年3月15日付て集計） に当科か周術期n腔機能管

理を担当した患者は1734名で， そのうち手術療法を受

けた患者は1667名(96.1%), 化学療法を受けた患者

は64名 (3.7%), 放射線治療 を受けた患者は3名

(0.2%)であった。 診療科別の依頓数の内訳をみると，

外科・乳腺外科を合わせて1123名(64.8%)と過半数

を占め， 次いで呼吸器外科216名(12.5%), 心臓血管

外科180名(10.3%), 消化器内科98名(5.7%), 血液

内科5名(2.9%), 麻酔科23名(1.3%), 呼吸器内科

20名(1.2%), 1盾環器内科10名(0.6%), 整形外科 5

名(0.3%)その他8名(0.4%)であった。 年度ごと

の集計結果を図5に示した。 ー方， 総覧的に疾患別を
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表1 当院における周術期口腔機能管理計画書（画策） 表2 当院における周術期口腔機能管理報告書
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保険医療機関名 大阪府済生会中津痢院菌科口腔外枯
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（祖当薗科口腔外科医師）
（担当歯科衛生士）

（担当菖科口饒外租医籐）

歯科衛生士の役割が大きいことが示されている。
毎食後の歯磨きのなどの口腔衛生習慣だけでなく食生活の様式，
就寝時間などの生活リズムについても個別に指導する。

術前術後の評価だけでなく， 生活習慣の改善と口腔衛生習慣の
継続， そしてかかりつけ歯科医院への受診を指導する。「体の健
康は食と口の健康から」を強調している。
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図5 診療科別にみた周術期口腔機能管理対象患者
(2015年~2017年における年度ごとの集計）

年度ごとに変動の少ない診療科， 経年的に増加傾向にある診療科， 逆に経年的
に減少傾向にある診療科があることが読み取れる。 他方では， 各疾患群にマッ
チした周術期口腔管理の必要性が示唆される。
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図6 疾患別にみた周術期口腔機能管理対象患者
の割合(2016年-2017年度延べ患者数）
消化器癌が過半数を占めるが， そのうち大腸癌術
後の肝転移等も含まれる。
口腔の衛生状態は患者によって2極化の傾向があ
り， かかりつけ歯科医院に定期受診されている患
者と， う蝕， 慢性歯周炎や歯の欠損があっても未
受診の患者が見られる。 後者では一時的な周術期
口腔管理では完結困難であり， 食習慣も含めての
対応が必要とされる。

I 
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みると， 消化器かん • その他消化器系疾患1037名

(62%) が過半数を占め， 次いで肺かん・呼吸器系疾

患228名(11%), 心臓血管外科系疾患190名(11%),

乳がん188名(11%), 造血器系疾患53名(3 %), そ

の他29名(2%) であった（図6)。

ま と め

本邦では密接な医科・歯科連携の標準化が求められ

てお り， その現状は様々な媒体から知ることができる。

今回の報告を通じて周術期口腔機能管理を必要とする

患者に関わるスタッフが患者の口腔の生理学的機能 2

に関心をもち， 口腔衛生の改善による有効性を認

識 J
,4 し， 問題点と改善の方法を共有できることを本

院でも望みたい。 また， 本院麻酔科の術前の説明書に

記されている挿管時の歯の損傷・脱落の予防も看過で

きない点であり， 全身麻酔下で手術を受ける予定の全

患者を対象とすることも必要ではないかと考えられる。

この点に関しては， 近畿圏内でも口腔衛生管理を診療

科管轄ではなくセンタ ー での対応により機能を高めて

いる医療機関か見られる 8

. 9 ,
10。 しかしなから， 現状に

おいて本院でも人的要因を含めて克服すべき課題は多

科口腔外科の沿革 ー診療の変遷．中津年報，2016. 27: 

216-221 

6. 平成30年度診療報酬改定に係るこれまでの議論の整理

（現時点の骨子） www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai…/ 

0000192803.pdf (2018.3.15アクセス）

7. 平成26年11月7日第84回社会 保障審議会医療保険部会

委員提出資料口腔機能管迎等による効果と医科歯科

連携か効果的に機能している事例：公益社団法人日本

歯 科医師会 www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai... 

/0000064193.pdf (2018.3.15アクセス）

8. 口腔ケアセンタ ー 市立池田病院www.hosp.ikeda.osaka.

jp/04outpatient/center/mouth.html - (2018.3.15アク

セス）

9. 歯科口腔外科口腔ケア外来奈良県立医科大学附属病院

医大www.naramed-u.ac.jp/hospital/... /shikakokugeka.ht叫

(2018.3.15アクセス）

10. 周術期口腔ケアセンタ ー 田北病院 takitakai.or.jp/oral

care (2018.3.15アクセス）

し＼
゜

今後， 更なる医科・歯科連携を推進し周術期治療患

者に寄与するためには， 今回の報告をもとに関係者相

互の理解と協力， そしてそれらを基盤としたデ ー タの

作成と分析， 総合的な施策の整備や人的要因の適合性

への検討が必要であると結論したい。
士
口係 吾

-
I―
-
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周術期口腔機能管理に関する基本事項をまとめると

ともに， 本院における周術期口腔機能管理の現状と今

後への展開について述べた。
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